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資
料
》
徳
川
時
代
後
期
家
族
法
関
係
史
料

―
永
青
文
庫
所
蔵
『
離
婚
并
義
絶
帳
』（
四
・
完
）―

木
侃
解
題
一
前
回
に
続
き
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
離
婚
并
義
絶
帳
』（
熊
本
大
学
付
属
図
書
館
寄
託
文
書
、
一
冊
、
請
求
番
号
十
二
、
十
七
、
十
八
）
の
一
七
〇
丁
か
ら
一
八
〇
丁
の
最
後
ま
で
を
翻
刻
す
る
。
丁
数
に
つ
い
て
は
煩
瑣
に
わ
た
る
の
で
省
略
し
、
史
料
に
は
算
用
数
字
で
番
号
を
付
し
た
。
わ
ず
か
の
事
例
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
前
号
に
収
載
し
え
な
か
っ
た
も
の
で
、
あ
わ
せ
て
雛
形
（
書
式
）
と
実
際
の
相
違
に
及
び
、
ま
た
若
干
の
事
柄
に
つ
き
統
計
的
分
析
を
試
み
た
。
本
小
稿
が
な
る
は
、
偏
に
財
団
法
人
永
青
文
庫
お
よ
び
文
書
寄
託
先
で
あ
る
熊
本
大
学
付
属
図
書
館
の
ご
好
意
、
同
大
学
名
誉
教
授
松
本
寿
三
郎
・
同
永
青
文
庫
史
料
専
門
員
川
口
恭
子
両
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
も
の
で
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
二
さ
て
、
永
青
文
庫
に
は
、「
諸
願
文
式
」
と
称
す
る
、
熊
本
藩
に
お
け
る
諸
願
書
等
の
雛
形
（
書
式
）
集
が
二
種
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
は
一
冊
（
請
求
番
号
十
、
四
、
十
六
）、
二
は
三
冊
（
請
求
番
号
十
四
、
二
十
二
、
十
七
〜
十
九
）
で
あ
る
。
二
つ
は
ほ
ぼ
同
文
で
、
最
初
に
見
ら
れ
る
年
次
は
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
八
月
で
、
最
も
新
し
い
年
次
は
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
九
月
で
あ
る
の
で
、
享
和
以
後
に
整
理
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
冊
子
中
に
諸
願
文
式
と
し
て
目
録
（
目
次
）
に
挙
げ
ら
れ
た
書
式
は
二
八
例
あ
る
（
１
）
。
そ
こ
に
は
「
養
子
・
縁
組
」
に
関
す
る
項
目
は
見
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
「
相
引
離
縁
・
末
期
離
縁
」
は
み
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、種
々
ご
教
示
を
頂
戴
し
た
松
本
寿
三
郎
氏
所
蔵『
諸
願
文
式
』
（
題
箋
が
な
い
の
で
熊
本
藩
の
例
に
な
ら
っ
て
氏
が
命
名
）
の
な
か
に
、「
義
絶
」
に
関
す
る
項
目
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
借
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
書
式
の
種
類
の
多
さ
で
、
41
そ
の
数
は
一
〇
二
項
目
に
及
ぶ
。
熊
本
藩
の
特
異
な
事
例
か
否
か
、
早
計
に
は
判
断
で
き
な
い
が
、
貴
重
な
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
六
丁
表
ま
で
に
わ
た
る
目
次
を
引
用
す
る
。
一
御
目
見
願
之
事
一
当
代
并
子
弟
前
髪
執
達
之
事
一
養
子
願
之
事
一
二
男
并
家
族
相
談
又
者
弟
養
子
願
之
事
一
嫡
孫
承
祖
願
之
事
一
看
病
養
子
之
事
一
嫡
子
養
子
御
奉
公
御
断
願
之
事
一
旧
離
願
之
事
一
養
子
旧
離
跡
快
復
願
之
事
一
両
御
末
家
様
御
家
中
并
御
一
門
衆
三
御
家
老
中
家
来
と
養
子
願
之
事
一
同
役
縁
組
願
并
引
越
達
之
事
一
縁
組
并
引
越
達
之
事
一
両
御
末
家
様
へ
御
家
中
并
御
一
門
衆
三
家
御
家
老
中
家
来
と
縁
組
之
事
一
相
引
離
縁
達
之
事
一
末
期
離
縁
達
之
事
一
再
縁
組
願
之
事
一
養
女
願
之
事
一
仮
養
子
之
事
一
仮
養
子
ニ
致
置
候
人
故
障
等
ニ
て
餘
人
ニ
達
替
之
事
一
仮
養
子
之
人
外
ニ
急
養
子
ニ
遣
候
事
一
仮
養
子
差
返
達
之
事
一
実
子
幼
年
ニ
付
虚
弱
歟
病
気
歟
之
訳
を
以
養
子
奉
願
置
候
処
快
復
達
之
事
一
急
養
子
願
之
事
一
当
代
病
死
達
之
事
一
惣
髪
願
之
事
一
子
弟
剃
髪
願
之
事
一
右
同
醫
術
稽
古
并
変
業
願
之
事
一
嫡
母
継
母
と
養
母
唱
之
事
一
妾
母
家
類
願
之
事
一
御
役
御
断
願
之
事
一
右
同
断
之
節
月
代
願
之
事
一
隠
居
願
之
事
一
右
内
意
之
節
頭
留
ニ
相
成
猶
又
差
出
候
節
之
事
一
家
督
跡
目
被
仰
付
急
達
之
事
一
他
邦
出
并
往
来
願
之
事
一
留
守
支
配
代
判
指
物
預
置
達
之
事
一
在
宅
願
之
事
（
託
）
一
飽
田
詫
麻
在
宅
願
之
事
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一改
在
宅
願
之
事
一
地
子
証
文
之
事
一
在
宅
年
延
願
之
事
一
在
宅
所
替
并
引
越
達
之
事
一
在
宅
人
家
督
跡
目
相
済
候
後
一
先
在
宅
え
引
取
達
之
事
一
家
族
別
居
在
宅
達
之
事
一
在
宅
年
限
満
引
出
達
并
年
限
中
引
出
願
又
者
引
出
料
願
之
事
一
在
宅
所
替
ニ
付
地
子
証
文
願
替
之
事
一
近
在
宅
ニ
て
熊
本
居
同
様
手
取
願
之
事
一
在
宅
人
家
督
跡
目
被
仰
付
未
タ
改
在
宅
願
不
相
済
内
地
子
願
之
事
一
屋
敷
替
相
并
拝
領
願
之
事
一
屋
敷
拝
借
願
継
差
上
御
貸
添
願
之
事
但
願
後
れ
達
共
一
御
貸
添
屋
敷
直
ニ
拝
領
願
之
事
一
家
屋
敷
上
目
録
過
坪
上
目
録
之
事
一
熊
本
居
当
代
様
縁
家
同
居
并
家
族
御
府
中
別
居
達
之
事
一
屋
敷
内
家
居
建
継
解
除
表
門
物
見
明
願
之
事
一
屋
敷
内
立
木
剪
降
度
願
之
事
一
類
焼
并
自
火
達
之
事
一
出
府
所
屋
敷
番
并
長
屋
借
出
入
之
事
一
南
御
門
駈
付
請
持
中
在
宅
ニ
居
候
父
母
看
病
願
之
事
一
右
同
断
之
節
田
迎
犬
追
物
稽
古
并
於
近
在
諸
稽
古
ニ
罷
越
度
願
之
事
一
右
同
断
之
節
葬
式
墓
参
願
之
事
一
右
同
断
之
節
入
湯
願
之
事
委
細
後
年
見
合
ニ
有
之
事
一
御
手
当
請
持
中
十
里
外
入
湯
願
之
事
一
取
置
料
願
之
事
一
御
救
米
願
之
事
一
増
奉
公
人
願
之
事
一
御
扶
持
方
附
替
之
事
一
御
擬
作
被
下
置
候
ニ
付
御
扶
持
方
願
之
事
一
四
月
以
後
家
督
跡
目
被
仰
付
候
人
御
扶
持
方
并
大
豆
望
差
出
認
様
之
事
一
惣
並
渡
塩
時
過
家
督
跡
目
被
仰
付
候
節
之
事
一
浦
御
番
ニ
付
諸
願
之
事
一
仮
組
脇
御
心
附
渡
之
事
一
同
役
年
切
申
立
之
事
一
改
名
願
之
事
一
御
紋
服
着
用
願
之
事
一
九
十
歳
達
之
事
一
七
十
歳
以
上
御
制
度
之
服
着
用
仕
せ
度
達
之
事
一
代
御
番
願
之
事
一
烏
犀
圓
拝
領
願
之
事
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一明
間
え
願
入
達
之
事
一
譜
代
之
家
来
抱
方
并
暇
遣
候
節
之
事
一
右
同
給
人
段
以
上
申
付
度
伺
之
事
一
支
配
之
浪
人
支
配
替
達
之
事
一
支
配
譜
代
出
奔
達
之
事
一
支
配
譜
代
之
子
養
子
且
寺
等
ニ
遣
候
節
達
之
事
一
人
別
并
出
生
達
後
れ
等
之
節
達
之
事
一
子
弟
御
帳
除
願
之
事
一
御
指
物
殕
付
候
節
引
替
達
并
虫
付
候
節
不
念
書
之
事
一
門
松
差
出
達
後
レ
不
念
書
之
事
一
名
乗
判
鑑
印
鑑
引
替
達
之
事
一
乗
馬
牽
入
達
并
降
達
之
事
但
除
達
後
レ
不
念
達
之
事
一
八
代
佐
敷
引
出
之
節
諸
願
之
事
一
当
代
病
死
跡
諸
達
之
事
一
定
紋
相
改
度
願
之
事
一
御
暇
被
下
候
面
々
御
国
端
願
之
事
一
御
暇
被
下
候
御
知
行
取
養
子
を
実
方
ニ
引
取
度
由
願
之
事
一
井
堀
料
願
之
事
一
出
奔
達
并
身
分
伺
之
事
一
身
分
伺
中
在
宅
ニ
て
慎
願
之
事
一
墓
参
願
之
事
一
角
場
願
之
事
一
武
器
年
賦
願
之
事
一
屋
敷
竿
入
願
之
事
最
後
の
七
項
目
は
、
目
次
で
は
異
筆
で
書
か
れ
、
本
文
で
は
「
一
以
下
私
録
」
と
書
か
れ
た
下
に
「
井
堀
造
用
願
之
事
」
と
し
て
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
角
場
願
之
事
」
の
二
つ
の
本
文
事
書
の
下
に
「
文
政
五
年
芦
村
留
雄
願
見
合
」「
文
政
七
年
道
家
七
郎
助
願
之
見
合
」
ま
た
「
屋
敷
竿
入
願
之
事
」
の
本
文
事
書
の
下
に
「
天
保
十
四
年
十
二
番
之
見
合
」
と
あ
る
。
ま
た
、
裏
表
紙
に
高
瀬
蔵
と
あ
り
、
蔵
書
印
が
押
し
て
あ
る
。
つ
ぎ
に
離
婚
に
関
す
る
項
目
、
相
引
離
縁
と
末
期
離
縁
の
書
式
を
掲
げ
る
（
傍
線
個
所
は
原
文
で
は
二
ツ
割
で
あ
る
）。
一
相
引
離
縁
達
之
事
覚
何
年
何
月
と
申
儀
認
加
候
様
頭
よ
り
被
申
聞
候
私
嫡
子
何
之
何
某
え
何
之
何
某
娘
と
嫁
娶
仕
置
候
処
、
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、
病
気
ニ
罷
成
家
事
之
世
話
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
月
何
之
何
某
覚
私
娘
何
之
何
某
嫡
子
何
之
何
某
妻
ニ
遣
置
候
処
、
家
風
不
呑
込
ニ
御
座
候
ニ
付
、
病
気
罷
成
家
事
之
世
話
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
月
何
之
何
某
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覚
は
夫
方
・
妻
方
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
各
別
に
提
出
し
た
の
で
、
書
式
も
二
つ
あ
る
。
そ
こ
に
は
二
つ
の
離
婚
理
由
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
病
気
」
を
理
由
と
す
る
も
の
で
、
夫
妻
双
方
と
も
同
一
の
「
病
気
罷
成
家
事
之
世
話
届
兼
候
ニ
付
」
で
あ
る
。
他
は
「
家
風
」
を
理
由
と
す
る
が
、
夫
方
は
「
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
妻
方
で
は
「
家
風
不
呑
込
ニ
御
座
候
ニ
付
」
と
書
き
分
け
て
い
る
。
夫
方
で
は
夫
の
意
思
が
前
面
に
出
さ
れ
、
妻
方
で
は
や
や
妻
の
有
責
的
言
辞
と
な
っ
て
お
り
、
タ
テ
マ
エ
と
し
て
の
夫
権
優
位
が
み
ら
れ
る
。
一
末
期
離
縁
達
之
事
覚
何
之
何
某
妻
何
之
何
某
娘妹
ニ
て
御
座
候
処
、
何
某
儀
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
間
、
及
末
期
離
縁
仕
、
郷
方
え
差
返
申
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
月
何
之
何
某
覚
私
娘妹
何
之
何
某
妻
ニ
て
御
座
候
処
、
何
某
儀
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
ニ
付
、
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
月
何
之
何
某
こ
の
書
式
に
お
い
て
も
夫
妻
で
や
や
内
容
が
異
な
る
。
夫
妻
と
も
「
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
」、
つ
ま
り
生
存
中
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
離
婚
に
い
た
っ
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
が
、
夫
方
の
み
に
「
及
末
期
」
の
語
句
を
含
ん
で
い
る
。
三
今
回
で
翻
刻
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、「
覚
・
口
上
之
覚
」
に
み
ら
れ
る
、
①
離
婚
理
由
、
②
離
縁
に
つ
い
て
の
両
家
間
の
「
申
談
」
の
有
無
と
文
言
、
③
離
婚
後
「
義
絶
」
の
有
無
な
ど
の
統
計
的
分
析
を
行
う
。
ま
ず
離
婚
理
由
に
つ
い
て
、
そ
の
有
無
と
理
由
を
表
１
に
あ
ら
わ
し
た
。
全
体
で
み
る
と
、
離
婚
理
由
の
な
い
も
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
末
期
離
婚
が
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
大
部
分
は
離
婚
理
由
を
記
述
し
て
い
る
（
小
数
点
以
下
四
捨
五
入
、
以
下
同
じ
）。
さ
き
に
引
用
し
た
書
式
に
は
二
つ
の
離
婚
理
由
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
実
例
で
は
「
病
気
」
を
理
由
と
す
る
も
の
一
〇
〇
、「
家
風
」
を
理
由
と
す
る
も
の
八
九
で
、
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
。
そ
の
う
ち
、
書
式
通
り
に
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
で
多
い
も
の
は
「
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
」
七
八
例
で
、
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
つ
い
で
「
病
気
罷
成
家
事
之
世
話
届
兼
候
ニ
付
」
五
四
例
で
、
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
夫
方
の
「
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
妻
方
の
「
家
風
不
呑
込
ニ
御
座
候
ニ
付
」
は
一
〇
例
、
い
ず
れ
も
妻
方
が
差
し
出
し
た
も
の
で
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あ
り
、
こ
れ
は
書
式
通
り
に
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
病
気
・
家
風
に
無
関
係
の
理
由
も
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
、「
不
在
（
有
）
付
」・「
不
呑
込
」・
「
様
子
有
之
」
な
ど
と
で
あ
る
。「
不
在
付
」
は
居
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
、「
様
子
有
之
」
は
「
故
あ
っ
て
」
と
い
う
程
度
の
意
味
か
も
し
れ
な
い
が
、
不
義
の
抽
象
的
な
表
現
と
考
え
た
い
（
２
）
。
と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
本
誌
前
々
号
で
（
３
）
、
末
期
離
婚
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
た
。
そ
し
て
末
期
離
婚
の
実
例
に
み
る
夫
妻
の
覚
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
た
。
一
は
右
夫
方
の
「
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
間
、
及
末
期
離
縁
仕
」
の
書
式
に
則
っ
て
し
た
た
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
、
二
は
妻
方
か
ら
出
さ
れ
た
覚
に
「
及
末
期
」
の
文
言
は
な
い
が
、
こ
れ
も
末
期
離
婚
と
推
測
し
た
。
し
か
し
、
先
の
史
料
１４９
・
１５５
も
本
稿
の
史
料
２４９
も
た
ん
に
書
式
そ
の
ま
ま
に
提
出
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
て
、
病
気
を
理
由
と
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
妻
の
病
気
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
間
、
及
末
期
離
縁
」
す
る
末
期
離
婚
は
、
夫
の
病
気
が
高
じ
て
死
に
い
た
る
末
期
に
離
婚
を
言
い
渡
す
と
い
う
も
の
で
、
夫
の
病
気
（
病
死
）
を
理
由
と
す
る
離
婚
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
夫
の
病
死
だ
け
で
は
、
妻
は
実
家
復
籍
に
は
な
ら
ず
、
婚
姻
を
明
確
に
解
消
す
る
に
は
離
縁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
末
期
離
婚
も
表
２
と
し
て
整
理
し
た
（
４
）
。
松
本
寿
三
郎
氏
所
蔵
『
諸
願
文
式
』
に
よ
っ
た
表１ 離婚理由
％
５
３９
３４
１４
８
１００
＊少々故障・祖母気風ニ合不申・内輪無拠様子（子細）・病死
計
１３
１００
８９
３７
２０
２５９
理 由
病 気
病気 ３８（１５％）
病気・家事之世話届兼 ５４（２１％）
病気・不呑込 ６（２％）
病気・家事届兼・不呑込 ２（１％）
家 風
家風ニ合不申（兼） ７８（３０％）
家風不呑込 １０（４％）
家風ニ合不申・不呑込 １
非病気・家風
不在付 １４（５％）
不呑込 ９（３％）
様子有之 ８（３％）
家事届兼 １
その他＊ ５（２％）
末期離婚
総 計
無
有
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実
例
は
、
夫
方
で
は
五
例
、
妻
方
で
は
三
例
、
し
か
も
夫
妻
双
方
が
書
式
に
則
っ
て
書
か
れ
た
も
の
は
史
料
１５４
・
１５５
の
わ
ず
か
一
事
例
し
か
な
か
っ
た
。
妻
方
か
ら
の
覚
に
は
、「
及
末
期
」
の
語
句
を
含
ま
な
い
も
の
が
書
式
に
載
っ
て
い
る
が
、
五
例
は
「
及
末
期
」
の
語
句
を
含
ん
で
お
り
、
実
際
は
夫
方
の
書
式
に
則
っ
た
も
の
で
、
あ
る
意
味
で
は
書
式
通
り
と
い
え
る
。
そ
の
他
の
理
由
の
な
か
で
、「
存
命
中
…
申
置
候
」・「
一
昨
冬
出
立
之
節
申
置
候
」
は
「
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
」
と
同
義
で
あ
り
、
ま
た
「
病
死
」
は
「
末
期
」
に
至
っ
た
結
果
で
あ
る
か
ら
、
や
や
書
式
と
は
異
な
っ
た
表
現
で
あ
る
が
、
同
趣
旨
と
い
え
よ
う
。
つ
ぎ
に
、「
申
談
」
の
有
無
と
文
言
に
つ
い
て
、
表
３
に
整
理
し
た
。
夫
妻
間
で
離
縁
に
つ
い
て
相
談
・
協
議
を
へ
て
離
婚
に
い
た
る
の
が
常
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
際
夫
妻
両
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
親
・
親
類
・
仲
人
等
の
介
入
・
調
整
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
相
談
す
る
こ
と
を
「
申
談
」
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
有
無
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
申
談
の
文
言
の
な
い
も
の
が
六
七
例
、
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
何
ら
か
の
申
談
が
な
さ
れ
た
の
は
一
九
二
例
、
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
な
か
で
も
書
式
に
あ
る
「
申
談
」
が
半
数
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
数
え
る
。
申
談
と
同
表２ 末期離婚の差出方と内容
計
５
２
２
３
５
２
１
＊１：病死・一昨冬出立之節申置候
＊２：存命中致離縁候段申置候・存命中申置
候趣
＊３：病死（大坂・江戸）
及末期
有
有
無
無
有
有
有
存生之内存寄
有
その他＊１
その他＊２
有
有
その他＊３
無
夫
方
妻
方
表３ 申談の有無と文言
％
２６
６３
９
２
１００
＊双方熟和之申談・双方申談和談・申談候趣有之、熟談を以
計
６７
１６４
２２
６
２５９
文 言
申 談
申談 １２９（５０％）
双方申談 ２８（１１％）
内輪（話）申談 ４（２％）
その他＊ ３（１％）
熟 談
熟談 １１（４％）
双方熟談 １１（４％）
和 談
和談 ５（２％）
双方和談 １
総 計
無
有
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義
の
「
熟
談
」・「
和
談
」
も
合
し
て
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
あ
る
。
ま
た
申
談
等
に
「
双
方
」
を
冠
す
る
例
が
か
な
り
見
ら
れ
る
ほ
か
、「
内
輪
（
話
）」
も
散
見
さ
れ
る
ほ
か
、
申
談
の
文
言
に
さ
ら
に
熟
談
・
和
談
を
付
す
例
も
あ
る
。
書
式
末
尾
の
方
に
「
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
」
と
あ
る
が
、
表
４
の
通
り
実
際
に
も
二
二
六
例
、
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
は
「
義
絶
は
し
な
い
」
旨
の
文
言
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
文
言
を
含
ま
な
い
も
の
は
義
絶
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
冊
子
が
『
離
婚
并
義
絶
帳
』
で
あ
る
か
ら
、
本
来
の
性
格
を
勘
案
す
れ
ば
、
義
絶
し
た
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
な
ぜ
離
婚
後
義
絶
が
な
さ
れ
る
か
と
い
え
ば
、
離
婚
は
で
き
れ
ば
避
け
た
い
わ
け
で
あ
る
が
、
や
む
な
く
離
婚
に
い
た
っ
た
場
合
に
夫
妻
両
家
（
親
類
を
含
め
）
で
は
引
き
続
き
同
じ
藩
内
で
日
常
生
活
を
送
る
わ
け
で
あ
る
。
と
き
に
軋
轢
・
紛
争
を
と
も
な
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
か
り
に
円
満
に
離
婚
成
立
に
い
た
っ
た
場
合
で
も
な
に
が
し
ら
の
し
こ
り
（
気
ま
ず
い
思
い
）
は
残
る
わ
け
で
、
さ
し
あ
た
り
義
絶
と
い
う
形
を
と
っ
て
感
情
の
治
癒
に
務
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
、
義
絶
を
解
消
し
た
か
に
つ
き
、
熊
本
藩
で
は
な
い
が
（
藩
は
特
定
で
き
な
い
）、「
和
順
願
」
と
い
う
手
続
き
を
と
る
藩
が
存
在
す
る
こ
と
を
本
誌
第
九
七
号
で
ふ
れ
た
。
一
例
引
用
す
る
（
縁
切
寺
満
徳
寺
資
料
館
所
蔵
）。
奉
願
口
上
之
覚
私
妻
不
縁
ニ
付
、
水
野
伊
左
衛
門
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
此
度
双
方
申
合
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宜
御
執
成
奉
願
候
、
以
上
辰
十
月
六
日
千
野
十
兵
衛
印
稲
村
平
兵
衛
殿
前
稿
（
５
）
に
お
い
て
、「
義
絶
は
し
な
い
」
旨
の
文
言
を
含
ま
な
い
も
の
は
、『
離
婚
并
義
絶
帳
』
が
本
来
の
性
格
を
勘
案
す
れ
ば
、
義
絶
し
た
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
熊
本
藩
で
義
絶
帳
と
い
い
な
が
ら
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
以
降
の
幕
末
期
に
「
義
絶
は
し
な
い
」
も
の
が
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
は
「
義
絶
は
し
な
い
」
こ
と
が
通
例
の
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
庶
民
の
離
婚
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
ず
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
な
く
な
っ
た
と
同
様
に
（
６
）
、
武
士
の
間
に
お
い
て
も
離
婚
を
是
認
す
る
方
向
に
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注（１
）
前
者
の
一
冊
の
も
の
を
引
用
す
る
。
原
文
で
は
各
条
項
行
間
に
朱
書
き
の
漢
数
字
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
各
行
頭
に
あ
っ
た
「
一
（
一
つ
書
き
）」
を
省
略
し
、
算
用
数
字
で
あ
ら
わ
し
た
。
な
お
、
＊
印
を
付
し
た
も
の
は
、
松
本
所
蔵
本
と
同
一
名
で
表４ 義絶不仕の有無
％
８７
１３
１００
計
２２６
３３
２５９
有
無
総計
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あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
１
隠
居
願
＊
２
御
役
御
断
願
＊
３
養
子
願
＊
４
二
男
嫡
子
成
弟
養
子
願
＊
５
御
末
家
方
家
来
え
養
子
ニ
遣
候
願
６
嫡
孫
承
祖
願
＊
７
男
子
無
之
面
々
相
煩
快
気
不
定
ニ
付
養
子
願
８
末
期
養
子
願
９
二
男
末
子
御
一
門
方
并
御
家
老
中
之
家
来
え
養
子
遣
候
願
１０
御
物
頭
列
以
上
縁
組
願
附
御
末
家
方
家
来
え
縁
組
養
女
願
１１
御
物
頭
列
以
上
後
妻
縁
組
子
共
二
度
目
縁
組
願
１２
御
目
見
願
＊
１３
嫡
子
養
子
御
奉
公
御
断
願
＊
１４
跡
目
幼
少
ニ
付
当
前
之
御
扶
持
被
下
置
候
面
々
十
五
歳
達
１５
参
宮
并
他
所
え
罷
越
度
由
願
１６
子
弟
旅
え
召
連
度
願
呼
登
願
共
看
病
願
１７
御
暇
被
下
候
面
々
養
子
実
方
え
引
取
せ
候
願
１８
改
名
願
＊
１９
惣
髪
願
２０
在
宅
願
＊
２１
分
内
分
願
２２
御
医
師
引
継
願
２３
御
医
師
子
共
御
花
畑
泊
番
并
御
供
願
２４
御
鍼
医
子
共
諸
勤
願
２５
御
医
師
野
方
御
共
御
断
願
２６
御
赦
免
開
并
御
知
行
ニ
直
被
下
候
様
願
２７
二
男
末
子
弟
剃
又
寺
社
之
弟
子
ニ
遣
候
願
家
業
不
得
手
ニ
付
還
俗
願
共
２８
夏
中
足
袋
着
用
願

出
府
之
節
木
曽
路
願
但
自
勘
ニ
て
中
国
路
願
小
倉
路
（
２
）
拙
著
『
増
補
三
く
だ
り
半
―
江
戸
の
離
婚
と
女
性
た
ち
―
』
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
九
年
）
二
五
九
頁
。
（
３
）
拙
稿
「《
資
料
》
徳
川
時
代
後
期
家
族
法
関
係
史
料（
五
）―
永
青
文
庫
所
蔵
『
離
婚
并
義
絶
帳
』（
二
）―
」（『
専
修
法
学
論
集
』
第
九
八
号
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）
五
四
・
五
五
頁
。
（
４
）
前
注
（
３
）
拙
稿
五
五
頁
に
お
い
て
、
末
期
離
婚
を
一
八
例
、
夫
妻
双
方
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
四
例
と
し
た
が
、
総
数
二
〇
例
、
夫
妻
双
方
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
五
例
と
訂
正
す
る
。
（
５
）
拙
稿
「《
資
料
》
徳
川
時
代
後
期
家
族
法
関
係
史
料（
四
）―
永
青
文
庫
所
蔵
『
離
婚
并
義
絶
帳
』（
一
）―
」（『
専
修
法
学
論
集
』
第
九
七
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）
一
〇
〇
・
一
〇
一
頁
。
（
６
）
前
注
（
２
）
拙
著
二
〇
頁
。
【
付
記
】
本
稿
は
平
成
十
八
年
度
専
修
大
学
研
究
助
成
（
個
別
研
究
）
を
え
た
「
徳
川
時
代
の
内
縁
・
妾
・
義
絶
に
関
す
る
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
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あ
る
、
特
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
、
史
料
目
次
２４６
慶
応
三
年
十
月
堀
尾
十
郎
左
衛
門
娘
離
婚
に
つ
き
覚
２４７
慶
応
三
年
十
一
月
杉
山
理
兵
衛
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
２４８
慶
応
三
年
十
一
月
河
口
権
兵
衛
二
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
２４９
慶
応
三
年
十
一
月
山
崎
伝
左
衛
門
娘
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
２５０
慶
応
三
年
十
一
月
小
山
一
太
郎
末
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
２５１
慶
応
三
年
十
一
月
芦
村
加
左
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
覚
２５２
慶
応
三
年
十
二
月
上
月
八
右
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
五
慶
応
三
年
十
二
月
小
山
謙
蔵
義
絶
に
つ
き
口
上
覚
２５３
慶
応
四
年
三
月
新
美
定
之
助
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
２５４
慶
応
四
年
三
月
同
妻
方
口
上
覚
２５５
慶
応
四
年
四
月
須
佐
美
九
郎
兵
衛
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
２５６
慶
応
四
年
五
月
田
上
鉄
之
允
妻
離
婚
に
つ
き
覚
２５７
慶
応
四
年
七
月
井
実
熊
之
丞
養
姉
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
２５８
慶
応
四
年
八
月
佐
分
利
加
左
衛
門
妹
離
婚
に
つ
き
覚
２５９
慶
応
四
年
十
一
月
堀
丹
右
衛
門
娘
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
史
料
２４６
慶
応
三
年
十
月
堀
尾
十
郎
左
衛
門
娘
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
娘
、
友
田
源
之
助
と
当
年
七
月
縁
組
仕
置
申
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
慶
応
三
年
十
月
堀
尾
十
郎
左
衛
門
慶
応
三
年
十
月
廿
三
日
右
書
付
御
中
老
添
翰
を
以
達
有
之
候
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事２４７
慶
応
三
年
十
一
月
杉
山
理
兵
衛
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
娘
、
平
塚
孫
一
郎
嫡
子
平
塚
吉
助
と
縁
組
仕
置
候
処
、
不
在
付
ニ
付
、
双
方
熟
談
之
上
、
相
引
離
縁
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
一
月
杉
山
理
兵
衛
慶
応
三
年
十
一
月
十
七
日
右
書
付
御
裏
方
御
用
人
添
翰
を
以
達
有
之
候
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事２４８
慶
応
三
年
十
一
月
河
口
権
兵
衛
二
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
河
口
権
兵
衛
二
女
、
片
野
安
左
衛
門
妻
ニ
て
御
座
候
処
、
家
風
ニ
合
50
不
申
候
付
、
此
節
双
方
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
権
兵
衛
京
都
詰
中
に
付
、
此
段
私
よ
り
御
達
仕
候
、
以
上
十
一
月
安
田
孫
右
衛
門
十
一
月
十
八
日
右
覚
書
木
村
男
吏
殿
・
藤
金
右
衛
門
殿
添
翰
を
以
達
有
之
候
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
２４９
慶
応
三
年
十
一
月
山
崎
伝
左
衛
門
娘
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
山
崎
伝
左
衛
門
娘
、
末
期
離
縁
之
儀
ニ
付
、
上
林
源
左
衛
門
一
通
達
有
之
、
差
越
申
候
、
以
上
十
一
月
廿
二
日
御
裏
方御
用
人
中
御
奉
行
衆
中
覚
山
崎
伝
左
衛
門
娘
、
渡
辺
平
左
衛
門
妻
文
久
二
年
十
二
月
縁
組
仕
置
候
処
、
右
平
左
衛
門
儀
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
間
、
及
末
期
離
縁
仕
引
取
せ
申
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
一
月
山
崎
伝
左
衛
門
留
守
支
配
上
林
源
左
衛
門
慶
応
三
年
十
一
月
廿
三
日
右
添
翰
共
機
密
間
え
達
込
候
事
２５０
慶
応
三
年
十
一
月
小
山
一
太
郎
末
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
末
女
、
芦
村
加
左
衛
門
妻
ニ
て
御
座
候
処
、
申
談
候
趣
有
之
、
熟
談
を
以
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
一
月
小
山
一
太
郎
慶
応
三
年
十
一
月
廿
四
日
右
書
付
尾
藤
健
之
助
・
松
野
亀
右
衛
門
添
翰
を
以
達
有
之
候
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
２５１
慶
応
三
年
十
一
月
芦
村
加
左
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
（
マ
マ
）
芦
村
加
左
衛
門
儀
、
小
山
市
太
郎
次
女
と
縁
組
仕
居
申
候
処
、
相
方
申
談
之
筋
有
之
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
一
月
廿
四
日
堀
尉
左
衛
門
慶
応
三
年
十
一
月
廿
五
日
右
書
付
清
水
数
馬
よ
り
達
有
之
候
間
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
２５２
慶
応
三
年
十
二
月
上
月
八
右
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
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口
上
之
覚
私
隠
居
上
月
八
右
衛
門
儀
、
嘉
悦
市
之
進
妹
と
元
治
元
年
五
月
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
申
候
間
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
二
月
上
月
半
下
慶
応
三
年
十
二
月
二
日
右
書
付
組
頭
溝
口
蔵
人
よ
り
達
有
之
候
間
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
五
慶
応
三
年
十
二
月
小
山
謙
蔵
義
絶
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
御
勝
手
方
附
所
々
御
横
目
小
山
波
平
育
之
二
男
小
山
謙
蔵
儀
、
私
母
方
之
従
弟
ニ
て
御
座
候
、
存
寄
之
儀
御
座
候
ニ
付
、
右
謙
蔵
儀
義
絶
仕
候
、
此
段
御
達
申
上
候
、
以
上
十
二
月
山
口
純
太
郎
御
目
附
衆
中
別
紙
小
山
謙
蔵
儀
は
、
私
母
方
従
弟
ニ
て
外
様
足
軽
ニ
被
召
抱
置
候
節
、
不
取
締
之
儀
有
之
候
ニ
付
、
一
類
共
申
談
追
々
心
を
付
け
候
義
も
御
座
候
得
共
、
一
向
相
用
不
申
生
来
不
慎
之
儀
有
之
詫
、
病
ニ
て
御
給
扶
持
差
上
申
度
奉
願
候
処
、
願
之
通
被
召
上
候
処
、
其
後
も
不
相
替
不
取
締
之
儀
有
之
候
ニ
付
、
同
人
父
波
平
よ
り
宿
許
ニ
て
手
堅
仕
置
候
得
共
、
右
之
通
之
人
物
ニ
て
往
々
不
安
心
御
座
候
間
、
此
節
別
紙
之
通
御
達
申
上
候
、
此
段
宜
奉
願
候
、
以
上
（
マ
マ
）
十
二
月
廿
一
日
也
十
二
月
十
八
日
也
右
書
付
御
目
附
よ
り
達
有
之
候
事
２５３
慶
応
四
年
三
月
新
美
定
之
助
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
慶
応
四
年
口
上
之
覚
私
養
子
新
美
定
之
助
儀
、
去
十
月
大
野
伝
兵
衛
娘
と
縁
組
仕
置
申
候
処
、
申
談
之
趣
有
之
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
三
月
新
美
又
十
郎
慶
応
四
年
三
月
五
日
右
書
付
御
次
よ
り
達
有
之
候
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
２５４
慶
応
四
年
三
月
同
妻
方
口
上
覚
覚
（
マ
マ
）
私
娘
、
新
美
又
十
郎
養
子
新
美
伝
之
助
妻
ニ
慶
応
三
年
十
月
遣
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
申
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
52
二
月
大
野
伝
兵
衛
三
月
十
二
日
右
書
付
長
谷
川
久
兵
衛
よ
り
添
翰
を
以
達
有
之
候
間
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
２５５
慶
応
四
年
四
月
須
佐
美
九
郎
兵
衛
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
娘
楯
岡
小
文
吾
妻
ニ
て
御
座
候
処
、
病
気
ニ
付
、
此
節
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
四
月
須
佐
美
九
郎
兵
衛
四
月
廿
三
日
右
書
付
有
吉
将
監
殿
よ
り
添
翰
を
以
達
有
之
候
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
２５６
慶
応
四
年
五
月
田
上
鉄
之
允
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
田
上
鉄
之
允
妻
、
中
根
十
右
衛
門
養
方
之
伯
母
ニ
て
御
座
候
、
今
度
病
気
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
双
方
熟
談
之
上
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
五
月
鎌
田
平
十
郎
五
月
十
三
日
右
書
付
新
御
屋
敷
御
用
人
中
よ
り
添
翰
を
以
達
有
之
候
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
２５７
慶
応
四
年
七
月
井
実
熊
之
丞
養
姉
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
養
姉
、
尾
藤
健
之
助
嫡
孫
尾
藤
新
七
郎
後
妻
ニ
て
御
座
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
往
々
不
呑
込
ニ
付
、
熟
談
を
以
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
七
月
井
実
熊
之
丞
慶
応
四
年
七
月
十
七
日
右
書
付
御
次
よ
り
達
有
之
候
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
２５８
慶
応
四
年
八
月
佐
分
利
加
左
衛
門
妹
離
婚
に
つ
き
覚
覚
佐
分
利
加
左
衛
門
妹
、
小
田
原
武
兵
衛
と
縁
組
仕
せ
置
候
処
、
家
風
ニ
合
兼
候
間
、
内
輪
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
筈
ニ
御
座
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
申
上
候
、
以
上
八
月
長
尾
安
右
衛
門
慶
応
四
年
八
月
十
三
日
右
書
付
沼
田
勘
解
由
添
翰
を
以
達
有
之
候
間
、
控
置
、
達
込
候
事
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２５９
慶
応
四
年
十
一
月
堀
丹
右
衛
門
娘
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
娘
、
慶
応
三
年
五
月
柏
原
要
人
妻
ニ
縁
組
奉
願
引
越
居
申
候
処
、
右
要
人
十
月
十
日
於
江
戸
病
死
仕
候
、
右
末
期
ニ
相
引
離
別
仕
度
段
申
遣
候
付
、
相
引
仕
候
、
此
段
御
届
仕
候
、
以
上
十
一
月
堀
丹
右
衛
門
十
一
月
七
日
右
書
付
達
有
之
候
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
明
治
二
巳
年
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